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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸方向前後に延びる棒状の接続部材軸（３２３）を一体に有し所定の回転駆動力を受け
て回転する円盤状の樹脂製の接続部材（３２０）と、
　前記接続部材軸（３２３）の前端形状に合わせた嵌合穴を有して軸方向に延びる筒状に
形成された接続部材軸嵌合部（３３３）を有し、前記接続部材軸（３２３）を前記嵌合穴
に嵌合させて前記接続部材（３２０）と連結するように構成された樹脂製の回転部材（３
３０）とを備え、
　前記回転部材（３３０）は、前記接続部材軸嵌合部（３３３）の外周面に径方向に突出
する回転部材嵌合突起（３３７）を備え、
　前記接続部材（３２０）は、前記接続部材軸（３２３）の径方向外側に位置して軸方向
前方に延びるとともに先端において径方向内側に曲がって突出する弾性変形可能な接続部
材嵌合突起（３２４）を備え、
　前記接続部材軸（３２３）を前記嵌合穴に嵌入して前記接続部材（３２０）と前記回転
部材（３３０）とを連結したときに、前記接続部材嵌合突起（３２４）はその先端の径方
向内側に曲がった部分が弾性変形して前記回転部材嵌合突起（３３７）を乗り越えてこれ
と係合し、前記接続部材（３２０）と前記回転部材（３３０）との軸方向の相対移動を規
制するように構成され、
　前記接続部材軸嵌合部（３３３）の後端側には、少なくとも２箇所に内外周を貫通して
軸方向に延びるスリット（３３５）が形成されて径方向に弾性変形し易くなっているとと
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もに、前記嵌合穴が、前記接続部材軸嵌合部（３３３）の後端側から前端側へ向かうにつ
れて径が小さくなる円錐状に形成されており、
　前記接続部材軸（３２３）の外周面には、前記接続部材軸（３２３）を前記嵌合穴に嵌
入して前記接続部材（３２０）と前記回転部材（３３０）とを連結したときに、前記スリ
ット（３３５）内に入り込んで嵌合するスリット嵌合リブ（３２３ａ）が径方向外側且つ
前方に延びて形成されており、
　前記接続部材軸（３２３）を前記嵌合穴に嵌入することにより、前記接続部材嵌合突起
（３２４）と前記回転部材嵌合突起（３３７）とを係合させて軸方向の相対移動を規制し
、且つ、前記スリット嵌合リブ（３２３ａ）を前記スリット（３３５）内に入り込こませ
て相対回転を規制して前記接続部材（３２０）と前記回転部材（３３０）とを連結するよ
うに構成されたことを特徴とする弾球遊技機の回転装置。
【請求項２】
　前記回転部材には、前記接続部材軸嵌合部の径方向外側に位置して前記接続部材軸嵌合
部の周部と繋がり周方向に延びる強化リブが形成されることを特徴とする請求項１に記載
の弾球遊技機の回転装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、所定の駆動力を受けて回転する接続部材と、この接続部材に連結された回転部
材とを有する弾球遊技機の回転装置に関し、さらに詳しくは、回転部材と接続部材との連
結構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
上記のような回転装置を備えた弾球遊技機の代表例としてパチンコ機がある。パチンコ機
は、多数本の遊技釘や風車、種々の入賞装置等が所定のゲージ設定で配設された遊技盤を
有して構成される。そして、このようなパチンコ機には、例えば、所定の振り分け位置に
達した入賞球を複数の球通路へ選択的に振り分けたり、入賞球を一定時間保留したのち遊
技盤の裏面側へ誘導したりするための回転装置が設けられている。
【０００３】
回転装置は、所定の駆動力を受けて回転する接続部材と、この接続部材に連結された回転
部材とを備えて構成され、回転部材が接続部材とともに回転するようになっている。回転
部材は、例えば、樹脂材料を用いて射出成形により一体的に形成され、この回転部材を所
定位置、方向で接続部材にはめ込んだ後、ネジ等の固定手段により回転部材を接続部材に
固定して回転部材の接続部材に対する回転軸方向への移動を規制することで、回転部材が
接続部材と一体回転するように連結される。
【０００４】
【特許文献１】
特開平５－１０３８５５号公報
【特許文献２】
特開平５－２３７２２２号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、回転部材および接続部材が小さい場合には、回転部材と接続部材との連結
に小型のネジが使用されるため、回転部材と接続部材との連結作業は煩雑となるのに加え
、連結作業中にネジを紛失し易くなり、さらに、誤ったネジの締め付けにより樹脂製の回
転部材が割れて破損するおそれがあった。また、ネジを使用せずに固定剤を用いて回転部
材と接続部材とを連結すると、部品交換等のときに回転部材と接続部材とを分離するのが
大変困難となっていた。
【０００６】
本発明はこのような問題に鑑みてなされたものであり、ネジ等の固定手段を用いずに回転
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部材と接続部材とを簡潔に連結固定することができる弾球遊技機の回転装置を提供するこ
とを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　このような目的達成のため、本発明に係る弾球遊技機の回転装置（例えば、実施形態に
おける回転体３００）は、軸方向前後に延びる棒状の接続部材軸（３２３）を一体に有し
所定の回転駆動力を受けて回転する円盤状の樹脂製の接続部材（３２０）と、前記接続部
材軸（３２３）の前端形状に合わせた嵌合穴を有して軸方向に延びる筒状に形成された接
続部材軸嵌合部（３３３）を有し、前記接続部材軸（３２３）を前記嵌合穴に嵌合させて
前記接続部材（３２０）と連結するように構成された樹脂製の回転部材（３３０）とを備
え、前記回転部材（３３０）は、前記接続部材軸嵌合部（３３３）の外周面に径方向に突
出する回転部材嵌合突起（３３７）を備え、前記接続部材（３２０）は、前記接続部材軸
（３２３）の径方向外側に位置して軸方向前方に延びるとともに先端において径方向内側
に曲がって突出する弾性変形可能な接続部材嵌合突起（３２４）を備え、前記接続部材軸
（３２３）を前記嵌合穴に嵌入して前記接続部材（３２０）と前記回転部材（３３０）と
を連結したときに、前記接続部材嵌合突起（３２４）はその先端の径方向内側に曲がった
部分が弾性変形して前記回転部材嵌合突起（３３７）を乗り越えてこれと係合し、前記接
続部材（３２０）と前記回転部材（３３０）との軸方向の相対移動を規制するように構成
され、前記接続部材軸嵌合部（３３３）の後端側には、少なくとも２箇所に内外周を貫通
して軸方向に延びるスリット（３３５）が形成されて径方向に弾性変形し易くなっている
とともに、前記嵌合穴が、前記接続部材軸嵌合部（３３３）の後端側から前端側へ向かう
につれて径が小さくなる円錐状に形成されており、前記接続部材軸（３２３）の外周面に
は、前記接続部材軸（３２３）を前記嵌合穴に嵌入して前記接続部材（３２０）と前記回
転部材（３３０）とを連結したときに、前記スリット（３３５）内に入り込んで嵌合する
スリット嵌合リブ（３２３ａ）が径方向外側且つ前方に延びて形成されており、前記接続
部材軸（３２３）を前記嵌合穴に嵌入することにより、前記接続部材嵌合突起（３２４）
と前記回転部材嵌合突起（３３７）とを係合させて軸方向の相対移動を規制し、且つ、前
記スリット嵌合リブ（３２３ａ）を前記スリット（３３５）内に入り込こませて相対回転
を規制して前記接続部材（３２０）と前記回転部材（３３０）とを連結するように構成さ
れる。
【０００８】
　このような構成の弾球遊技機の回転装置によれば、回転部材に形成された接続部材軸嵌
合部と接続部材に形成された接続部材軸との嵌合に加え、回転部材に形成された回転部材
嵌合突起と接続部材に形成された接続部材嵌合突起との嵌合により回転部材の接続部材に
対する回転方向及び回転軸方向への移動がともに規制されるため、ネジ等の固定手段を用
いずに回転部材と接続部材とを簡潔に連結固定することができる。
　なお、本発明において、接続部材嵌合突起は、接続部材軸の径方向外側に位置して前後
に延びる突起状に形成され径方向に弾性変形可能であることが好ましい。
　また、接続部材軸の外周面には、嵌合穴に接続部材軸を圧入したときにスリットと嵌合
するスリット嵌合リブが前後に延びて形成されることが好ましく、回転部材には、接続部
材軸嵌合部の径方向外側に位置して接続部材軸嵌合部と繋がり周方向に延びる強化リブが
形成されることが好ましい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好ましい実施形態について添付図面を参照しながら説明する。実施例では
本発明に係る弾球遊技機の代表例としてパチンコ機を採り上げて説明する。まず、本発明
が適用されるパチンコ機ＰＭについてその概要構成を図１および図２を参照して要約説明
する。ここで、図１はパチンコ機ＰＭを正面から見た正面図、図２はパチンコ機ＰＭを裏
面から見た背面図である。
【００１０】



(4) JP 4336490 B2 2009.9.30

10

20

30

40

50

パチンコ機ＰＭは、外郭方形枠サイズに構成されて縦向きの固定保持枠を成す外枠１の開
口前面に、これに合わせた方形枠サイズに構成されて開閉搭載用の前枠２が互いの正面左
側上下に配設されたヒンジ部材３ａ，３ｂにより横開き開閉および着脱可能に取り付けら
れ、正面右側に設けられた施錠装置４を利用して外枠１と係合された閉鎖状態で遊技に供
される。
【００１１】
前枠２の正面側には、前枠２の前側面域に合わせた方形状のガラス扉５、および遊技球を
貯留して整列させる上球皿６が、ともに横開き開閉および着脱が可能に組付けられており
、常には施錠装置４および図示しないロック機構を利用して前枠２の前面を覆う閉止状態
で保持される。前枠２の下部には下球皿７および遊技球の発射操作を行う操作ハンドル８
が取り付けられている。
【００１２】
ガラス扉５の背後に位置する前枠２の裏面上部には、図示省略する方形枠状の収容枠が前
枠２と一体に成形されており、この収容枠に所定のゲージ設定で構成された遊技盤２０が
複数の係合レバー１７，１７…により着脱交換可能にセット保持されその前面域をガラス
扉５に臨ませている。
【００１３】
遊技盤２０は、表面にセルが貼り付けられた化粧板２１の前面側に、帯状の外レール２２
ａおよび内レール２２ｂが円弧状に固設され、この内側に遊技領域ＰＡが区画される。遊
技領域ＰＡには多数本の遊技釘とともに、複数の風車２３，２３，…、一般入賞口２４や
開閉型入賞装置２５並びに大入賞口２６や回転体２００などの入賞具、遊技球の通過によ
り開閉型入賞装置２５を拡開作動させる通過口２７、所定の装飾が施されたセンター役物
３０、センター役物３０に取り付けられた複数の表示装置３１，３１，…、センター役物
３０から流下した遊技球を複数の球通路へ振り分ける振り分け装置２８などが設けられ、
遊技領域ＰＡの下端には入賞具に入賞せずに落下した遊技球を排出させるアウト口２９が
設けられている。
【００１４】
一般入賞口２４および大入賞口２６に落入した遊技球は、各入賞具に設けられた入賞球検
出センサで検出され、化粧板２１を貫通するセーフ球通路孔を通って遊技盤２０の裏面側
に排出される。また、アウト口２９に集められた遊技球は化粧板２１を貫通するアウト球
通路孔を通って遊技盤２０の裏面側に排出される。なお、開閉型入賞装置２５および回転
体２００に落入した遊技球については後述する。
【００１５】
前枠２の裏面下部には打球発射装置９が取り付けられており、打球発射装置９と遊技盤２
０との間には、打球発射装置９によって打ち出された遊技球を遊技盤２０の外レール２２
ａに向けて案内する発射レールや、効果音を発生させるスピーカ等が取り付けられている
。発射レールやスピーカ等は上球皿６の裏側に位置する前枠２の中間領域（「遊技補助盤
」と称される）に取り付けられており、常には閉鎖状態に保持される上球皿６によりその
表面側が覆われている。
【００１６】
また、前枠２の裏側には、裏セット盤ＢＳＰが上下のヒンジ１８，１８で横開き開閉およ
び着脱が可能に装備され、常には閉鎖レバー１９，１９…を利用して遊技盤２０の裏面を
覆うように閉鎖保持される。裏セット盤ＢＳＰは、全体として収容枠の背面外郭サイズよ
りも大きめの縦長方形形状を成し、中央に窓口４１を有して一体成形された基枠体４０を
ベースとして構成される（図２を参照）。
【００１７】
裏セット盤ＢＳＰには、窓口４１の上部に装備されて遊技球の貯留・供給処理を行う球貯
留供給機構５０や、窓口４１の右側方に装備されて球貯留供給機構５０から導かれる遊技
球の払い出し処理を行う賞球払出機構６０などの賞球機構が設けられるとともに、賞球払
出機構６０の下方に位置して同機構６０から払い出された遊技球を上・下の球皿６，７に
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排出するための賞球払出経路７０、窓口４１の下方に位置して遊技盤２０の裏面側に排出
される遊技球を集合させ、遊技施設側の回収バケットに排出させる遊技済み球排出経路（
図示せず）などが形成されている。
【００１８】
また、裏セット盤ＢＳＰの裏面側には、このパチンコ機の作動を統括的に制御するメイン
基板９１や、賞球の払出制御を行う球払出基板９２、効果照明や効果音の作動制御を行う
ランプ・音声制御基板９３、各制御基板や電子部品に所定の電力を供給する電源基板９４
、複数のコネクタが取り付けられて制御信号や電力の中継等を行う中継基板９５、遊技機
の作動状態を遊技施設側に出力するためのターミナル基板９６などの各種回路基板や、賞
球払出装置６３などの電子部品が取り付けられ、各機器が図示しないワイヤーハーネスで
接続される。
【００１９】
パチンコ機ＰＭは、上球皿６およびガラス扉５が閉止施錠された状態（図１に示す状態）
で遊技に供され、上球皿６に遊技球を貯留させて操作ハンドル８を回動操作することによ
り遊技が開始される。操作ハンドル８の操作レバーが回動操作されると、上球皿６に貯留
した遊技球がこの球皿に装備された球送り装置によって１球ずつ発射レール上に送出され
、打球発射装置９のハンマーに打ち出されて遊技盤２０の遊技領域ＰＡに導かれ、以降パ
チンコゲームが展開される。
【００２０】
次に、開閉型入賞装置２５に落入した遊技球の流れについて図３を参照しながら説明する
。ここで、図３は開閉型入賞装置２５およびセンター役物３０の取付部付近を示す拡大正
面図である。開閉型入賞装置２５は、遊技盤２０の前面に取り付けられたベース部材２５
ａと、ベース部材２５ａに拡開自在に取り付けられた左右の可変翼部材２５ｂ，２５ｂと
を主体として構成され、遊技球が通過口２７を通過すると、図示しないソレノイド装置に
より可変翼部材２５ｂが拡開作動を行うようになっている。
【００２１】
ベース部材２５ａの上部には入賞入口２５ｃが設けられるとともに、ベース部材２５ａの
下部には入賞出口２５ｄが設けられ、入賞入口２５ｃを通過してベース部材２５ａの内部
へ落入した遊技球は、ベース部材２５ａの内部を流下した後、入賞出口２５ｄを通過して
センター役物３０へ流下するようになっている。なお、開閉型入賞装置２５の内部へ落入
した遊技球は、図示しない入賞球検出センサで検出されるようになっている。
【００２２】
センター役物３０は、樹脂材料を用いて射出成形等により一体的に形成された種々の構成
部品からなり、遊技盤２０の中央前面側に取り付けられる。センター役物３０の中央上部
および左右には、表示装置３１，３１，…が取り付けられている。センター役物３０の中
央上端部には球入口３２が形成されており、開閉型入賞装置２５の入賞出口２５ｄを通過
した遊技球が、この球入口３２を通過してセンター役物３０の内部へ流下するようになっ
ている。
【００２３】
センター役物３０の内部には、球入口３２と繋がる球流下通路３３が設けられており、球
入口３２を通過した遊技球が球流下通路３３を流下するようになっている。球流下通路３
３は、センター役物３０の左右内周部に沿って形成されており、図３の二点鎖線で示すよ
うに、球入口３２を通過して球流下通路３３に達した遊技球は、球流下通路３３の左右い
ずれか一方を流下してセンター役物３０の下部中央へ達するようになっている。
【００２４】
センター役物３０の下部中央には回転振り分け器１００が設けられており、センター役物
３０の下部中央に達した遊技球を、回転振り分け器１００に形成された複数の球通路１６
５，１６６，１６７へ選択的に振り分けるようになっている。
【００２５】
【第１の実施形態】
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以上のように概略構成されるパチンコ機ＰＭにあって、回転振り分け器１００や回転体２
００は、本発明に係る弾球遊技機の回転装置として用いられている。まず図４～図７を参
照しつつ、本発明に係る弾球遊技機の第１の回転装置である回転振り分け器１００につい
て説明する。なお、図４は回転振り分け器１００の分解斜視図、図５は回転振り分け器１
００の分解側面図（部分断面図）、図６は回転振り分け器１００の平面図、そして図７は
回転振り分け器１００の斜視図である。
【００２６】
回転振り分け器１００は、図４および図５に示すように、所定の電力により回転作動する
電気モータ１１０と、電気モータ１１０に連結された接続部材１２０と、接続部材１２０
に連結された回転部材１３０と、回転部材１３０に取り付けられた飾り部材１４０と、接
続部材１２０の回転を検出する基準位置検出装置１５０と、複数の球通路が形成された振
り分け板１６０とから構成される。
【００２７】
電気モータ１１０は、所定の電力により回転作動するモータ本体１１１と、モータ本体１
１１に駆動されて回転するモータ軸１１２とを主体に構成される。モータ本体１１１の一
端側周部には、モータ取付部１１３，１１３が取付穴１１３ａ，１１３ａを有して設けら
れており、振り分け板１６０に取付固定されるようになっている。モータ軸１１２は、金
属材料を用いて一端側の断面形状がＤ字形である棒状に形成され、断面がＤ字形に形成さ
れた一端側がモータ本体１１１の一端から突出した状態でモータ本体１１１に配設される
。
【００２８】
接続部材１２０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段によりコマ形状に一体的に形
成される。接続部材１２０の裏面側中央部には、図５に示すように、モータ軸嵌合穴１２
２を有するモータ軸嵌合部１２１が筒状に形成されており、モータ軸嵌合穴１２２がモー
タ軸１１２の一端側と嵌合して接続部材１２０がモータ軸１１２と連結されると、モータ
軸嵌合部１２１の中心を回転軸として（モータ軸１１２の中心を回転軸として）、接続部
材１２０がモータ軸１１２と一体回転するように構成されている。
【００２９】
モータ軸嵌合穴１２２は、断面形状がモータ軸１１２の一端側の断面形状と整合したＤ字
形となるようにモータ軸嵌合部１２１の中央部に形成され、モータ軸１１２の一端側をモ
ータ軸嵌合穴１２２に位置整合させて圧入することにより、モータ軸１１２の一端側とモ
ータ軸嵌合穴１２２とが嵌合するように構成されている。
【００３０】
これにより、モータ軸１１２の一端側およびモータ軸嵌合穴１２２の断面形状がＤ字形で
あるため、モータ軸１１２の一端側とモータ軸嵌合穴１２２とを嵌合させると、接続部材
１２０のモータ軸１１２に対する回転方向への移動が規制されるとともに、モータ軸１１
２の一端側とモータ軸嵌合穴１２２との圧入嵌合により接続部材１２０のモータ軸１１２
に対する回転軸方向への移動が規制された状態となって、接続部材１２０がモータ軸１１
２と一体回転するように連結される。そのため、ネジ等の固定手段を用いずに接続部材１
２０とモータ軸１１２とを簡潔に連結固定することができる。
【００３１】
なお、モータ軸１１２の一端側およびモータ軸嵌合穴１２２の断面形状は、Ｄ字形に限ら
ず、例えば、多角形や、スプライン形状等、モータ軸１１２の一端側とモータ軸嵌合穴１
２２との嵌合により接続部材１２０のモータ軸１１２に対する回転方向への移動を規制す
ることが可能な形状であればよい。
【００３２】
接続部材１２０の前面側中央部には、接続部材軸１２３が、断面形状がＤ字形である棒状
に形成されており、回転部材１３０の接続部材軸嵌合穴１３２と嵌合するように構成され
ている。さらに、接続部材１２０の前面側には、回転部材１３０の回転部材嵌合突起１３
３と嵌合する接続部材嵌合突起１２４が形成されている。接続部材嵌合突起１２４は、接
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続部材１２０の回転軸方向へ突出した突起状に形成され、弾性変形可能となっている。
【００３３】
接続部材１２０の周部裏面側には、遮光円周部１２５が筒状に形成されており、常には基
準位置検出装置１５０に構成される検出センサ１５２の検出光を遮るようになっている。
遮光円周部１２５には、切り込み１２６が接続部材１２０の回転軸方向へ延びて形成され
ており、接続部材１２０の回転により切り込み１２６が検出センサ１５２に位置すると、
検出センサ１５２の検出光が切り込み１２６を通過するようになっている。これにより、
遮光円周部１２５における切り込み１２６の形成位置を回転基準位置として、接続部材１
２０すなわち回転振り分け器１００の回転検出を行うことができる。
【００３４】
回転部材１３０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段によりコマ形状に一体的に形
成される。回転部材１３０の中央部には、接続部材軸嵌合穴１３２を有する軸本体１３１
が筒状に形成されており、接続部材軸嵌合穴１３２が接続部材１２０の接続部材軸１２３
と嵌合して回転部材１３０が接続部材１２０と連結されると、軸本体１３１の中心を回転
軸として（モータ軸１１２の中心を回転軸として）、回転部材１３０が接続部材１２０（
およびモータ軸１１２）と一体回転するように構成されている。
【００３５】
接続部材軸嵌合穴１３２は、断面形状が接続部材１２０における接続部材軸１２３の断面
形状と整合したＤ字形となるように軸本体１３１の中央部に形成され、接続部材軸１２３
を接続部材軸嵌合穴１３２に位置整合させて嵌入することにより、接続部材軸１２３と接
続部材軸嵌合穴１３２とが嵌合するように構成されている。
【００３６】
これにより、接続部材１２０の接続部材軸１２３および接続部材軸嵌合穴１３２の断面形
状がＤ字形であるため、接続部材軸１２３と接続部材軸嵌合穴１３２とを嵌合させると、
回転部材１３０の接続部材１２０に対する回転方向への移動が規制された状態となる。
【００３７】
なお、接続部材軸１２３および接続部材軸嵌合穴１３２の断面形状は、Ｄ字形に限らず、
例えば、多角形や、スプライン形状等、接続部材軸１２３と接続部材軸嵌合穴１３２との
嵌合により回転部材１３０の接続部材１２０に対する回転方向への移動を規制することが
可能な形状であればよい。
【００３８】
軸本体１３１の一端側周部には、接続部材１２０の接続部材嵌合突起１２４と嵌合する回
転部材嵌合突起１３３が形成されている。回転部材嵌合突起１３３は、接続部材嵌合突起
１２４と同程度の幅を有して回転部材１３０の回転軸と垂直な方向へ突出した突起状に形
成される。
【００３９】
そして、接続部材軸１２３を接続部材軸嵌合穴１３２へ嵌入して接続部材１２０を回転部
材１３０側へ押し込むと、接続部材嵌合突起１２４が回転部材嵌合突起１３３に当接して
弾性変形し、さらに接続部材１２０を回転部材１３０側へ押し込むと、接続部材嵌合突起
１２４が弾性力により元の形状に戻って回転部材嵌合突起１３３と嵌合するようになって
いる。
【００４０】
これにより、接続部材嵌合突起１２４と回転部材嵌合突起１３３とを嵌合させることで、
回転部材１３０の接続部材１２０に対する回転軸方向への移動が規制された状態となる。
そのため、接続部材軸１２３と接続部材軸嵌合穴１３２とを嵌合させるとともに、接続部
材嵌合突起１２４と回転部材嵌合突起１３３とを嵌合させることにより、回転部材１３０
の接続部材１２０に対する回転方向および回転軸方向への移動が規制された状態となって
、回転部材１３０が接続部材１２０（およびモータ軸１１２）と一体回転するように連結
される。
【００４１】
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このようにすることで、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材１３０と接続部材１２０と
を簡潔に連結固定することができる。また、ネジ等の固定手段を使用しないため、回転部
材１３０と接続部材１２０との連結に要する工数を低減させることができる。さらに、ネ
ジ等の固定手段を使用しないため、接続部材１２０および回転部材１３０を樹脂材料によ
り製造することが可能となるため、回転振り分け器１００（回転装置）をより容易に大量
生産することができる。
【００４２】
また、接続部材嵌合突起１２４を弾性変形させて接続部材嵌合突起１２４と回転部材嵌合
突起１３３との嵌合を解除し、接続部材１２０と回転部材１３０とを分離させることが可
能であるため、回転部材１３０等の部品交換をより容易に行うことができ、また回転振り
分け器１００（回転装置）の分解をより容易に行うことができる。さらに、このような嵌
合手段を備えた接続部材を用いることにより、電気モータ等の回転駆動装置は回転部材の
形状によらず汎用品を用いることができる。
【００４３】
また、接続部材嵌合突起１２４と回転部材嵌合突起１３３との嵌合により、回転部材１３
０の接続部材１２０に対する回転軸方向への移動が規制されるため、接続部材軸１２３と
接続部材軸嵌合穴１３２とを圧入嵌合させて回転部材１３０の接続部材１２０に対する回
転軸方向への移動を規制する必要がなくなり、接続部材軸１２３および接続部材軸嵌合穴
１３２の寸法公差を緩和することができる。すなわち、接続部材１２０および回転部材１
３０の射出成形に用いる成型金型の寸法公差を緩和することが可能となり、樹脂製の接続
部材１２０および回転部材１３０をより容易に大量生産することができる。
【００４４】
さて、軸本体１３１の他端側周部には、振り分けアーム１３４が形成されている。振り分
けアーム１３４は、４本の第１振り分けアーム１３４ａ，１３４ａ，…と、第１振り分け
アーム１３４ａよりもアーム長さが短い４本の第２振り分けアーム１３４ｂ，１３４ｂ，
…とからなり、軸本体１３１の中心を回転軸として回転するように構成される。
【００４５】
第１振り分けアーム１３４ａ，１３４ａ，…は、軸本体１３１の他端側周部に回転方向へ
等間隔（９０度間隔）に形成され、第１振り分けアーム１３４ａ，１３４ａ，…のひとつ
が回転して振り分けアーム１３４の下端付近に位置すると、振り分け板１６０に形成され
た中央球通路１６５を塞ぐように構成される（図３も参照）。
【００４６】
第２振り分けアーム１３４ｂ，１３４ｂ，…は、軸本体１３１の他端側周部における第１
振り分けアーム１３４ａ，１３４ａ，…と４５度だけ回転方向へずれた位置で等間隔（９
０度間隔）に形成される。そして、第２振り分けアーム１３４ｂは、第１振り分けアーム
１３４ａよりも短いアーム長さを有しており、第２振り分けアーム１３４ｂ，１３４ｂ，
…のひとつが回転して振り分けアーム１３４の下端付近に位置しても、振り分け板１６０
に形成されたいずれの球通路１６５，１６６，１６７も塞がないようになっている。
【００４７】
飾り部材１４０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段により図示する形状に一体的
に形成され、飾り部材取付ネジ１４１により軸本体１３１の他端に取り付けられている。
【００４８】
基準位置検出装置１５０は、種々の電子部品が配設された実装基板１５１と、実装基板１
５１に配設された検出センサ１５２とを備えて構成され、振り分け板１６０の裏面側に取
付固定される。検出センサ１５２は、所定の検出光を発光する発光部１５２ａと、発光部
１５２ａからの検出光を検出する受光部１５２ｂとを備えたビームセンサであり、図５に
示すように、発光部１５２ａと受光部１５２ｂとの間に接続基板１２０の遮光円周部１２
５が位置するように配設される。
【００４９】
そして、常には発光部１５２ａからの検出光が遮光円周部１２５に遮られた状態となり、
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接続部材１２０の回転により遮光円周部１２５の切り込み１２６が発光部１５２ａと受光
部１５２ｂとの間に位置すると、検出光が切り込み１２６を通過して受光部１５２ｂに達
し、この検出光を受光部１５２ｂが検出するようになっている。このようにして、基準位
置検出装置１５０は、遮光円周部１２５における切り込み１２６の形成位置を回転基準位
置として、接続部材１２０すなわち回転振り分け器１００の回転を検出するようになって
いる。
【００５０】
振り分け板１６０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段により図示する形状に一体
的に形成され、センター役物３０の下部中央に取り付けられる。なお、振り分け板１６０
の前面側には、所定形状の飾り板１６９が取り付けられている。振り分け板１６０の中央
部には通し穴１６１が形成されており、回転部材１３０の軸本体１３１が通過するように
なっている。また、通し穴１６１の下方に延びて逃げ穴１６１ａが形成されており、軸本
体１３１を通し穴１６１に挿通させるときに回転部材嵌合突起１３３が通過できるように
なっている。
【００５１】
振り分け板１６０の裏面側には、モータ取付ボス１６２，１６２がネジ穴（図示せず）を
有して形成されており、このモータ取付ボス１６２，１６２に電動モータ１１０における
モータ取付部１１３，１１３の位置を合わせ、モータ取付ネジ（図示せず）をモータ取付
部１１３の取付穴１１３ａに通過させてモータ取付ボス１６２のネジ穴にネジ固定するこ
とにより、電動モータ１１０が振り分け板１６０の裏面側に取付固定されるようになって
いる。
【００５２】
なお、モータ取付ボス１６２の周部には、複数のガイドリブ１６２ａ，１６２ａ，…が形
成されており、モータ取付ボス１６２の強度を向上させるとともに、ガイドリブ１６２ａ
の先端がモータ取付部１１３の形状に合わせたガイド状に形成されて、電動モータ１１０
をモータ取付ボス１６２に取り付け易くしている。
【００５３】
振り分け板１６０の上部前面側には、上部板取付部１６３が形成されている。上部板取付
部１６３は、振り分け板取付ネジ（図示せず）が通過する取付穴１６３ａと、振り分け板
１６０をセンター役物３０の所定取付位置に合わせるための取付ガイド部１６３ｂとから
なり、振り分け板１６０をセンター役物３０の所定取付位置に合わせ、振り分け板取付ネ
ジを取付穴１６３ａに通過させてセンター役物３０のネジ穴（図示せず）にネジ固定する
ことにより、振り分け板１６０がセンター役物３０に取付固定されるようになっている。
【００５４】
振り分け板１６０の下部前面側には、下部板取付部１６４が取付穴１６４ａを有して形成
されており、上部板取付部１６３と同様に、振り分け板１６０をセンター役物３０の所定
取付位置に合わせ、振り分け板取付ネジ（図示せず）を取付穴１６４ａに通過させてセン
ター役物３０のネジ穴（図示せず）にネジ固定することにより、振り分け板１６０がセン
ター役物３０に取付固定されるようになっている。
【００５５】
また、振り分け板１６０の下部には、中央球通路１６５と、中央球通路１６５の左側に位
置する左球通路１６６と、中央球通路１６５の右側に位置する右球通路１６７とが形成さ
れており、センター役物３０の下部中央に達した遊技球がこれらの球通路１６５，１６６
，１６７のうちいずれか一つを流下するようになっている。
【００５６】
中央球通路１６５は、振り分け板１６０の下部中央に形成されており、中央球通路１６５
へ流下した遊技球は、振り分け装置２８へ導かれるようになっている。左球通路１６６は
、中央球通路１６５の左側に隣接して形成されており、左球通路１６６へ流下した遊技球
は、遊技盤２０の裏面側へ導かれるようになっている。そして、右球通路１６７は、中央
球通路１６５の右側に隣接して形成されており、右球通路１６７へ流下した遊技球は、左
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球通路１６６と同様に、遊技盤２０の裏面側へ導かれるようになっている。
【００５７】
このように構成される回転振り分け器１００において、まず、飾り部材取付ネジ１４１を
用いて飾り部材１４０を回転部材１３０に取付固定する。次に、モータ軸１１２の一端側
と接続部材１２０のモータ軸嵌合穴１２２とを嵌合させて、接続部材１２０をモータ軸１
１２と一体回転するように連結する。
【００５８】
続いて、回転部材１３０の軸本体を振り分け板１６０の通し穴１６１に通過させた後、接
続部材１２０の接続部材軸１２３と回転部材１３０の接続部材軸嵌合穴１３２とを嵌合さ
せるとともに、接続部材１２０の接続部材嵌合突起１２４と回転部材１３０の回転部材嵌
合突起１３３とを嵌合させることにより、回転部材１３０の接続部材１２０に対する回転
方向および回転軸方向への移動を規制し、図６および図７に示すように、回転部材１３０
を接続部材１２０およびモータ軸１１２と一体回転するように連結する。これにより、ネ
ジ等の固定手段を用いずに回転部材１３０と接続部材１２０とを簡潔に連結固定すること
ができる。
【００５９】
次に、電気モータ１１０のモータ取付部１１３，１１３を振り分け板１６０のモータ取付
ボス１６２，１６２にネジ固定して、接続部材１２０および回転部材１３０がモータ軸１
１２と連結した電動モータ１１０を振り分け板１６０の裏面側に取り付ける。続いて、検
出センサ１５２の発光部１５２ａと受光部１５２ｂとの間に接続基板１２０の遮光円周部
１２５が位置するように基準位置検出装置１５０を振り分け板１６０の裏面側に取り付け
る。
【００６０】
そして、振り分け板１６０の上部板取付部１６３および下部板取付部１６４をセンター役
物３０にネジ固定して、振り分け板１６０をセンター役物３０に取り付ける。これにより
、図３に示すように、回転振り分け器１００がセンター役物３０の下部中央に取り付けら
れる。
【００６１】
さらに、電気モータ１１０に電力を供給して電気モータ１１０を作動させ、モータ軸１１
２を回転させる。そうすると、図３に示すように、接続部材１２０（およびモータ軸１１
２）と連結された回転部材１３０がパチンコ機ＰＭの前面側から見て反時計回りに回転し
、この状態でパチンコゲームが行われる。
【００６２】
そして、センター役物３０の球流下通路３３を流下してセンター役物３０の下部中央に達
した遊技球は、球流下通路３３に形成されたガイド板（図示せず）により振り分け板１６
０の中央球通路１６５の入口まで導かれる。このとき、回転部材１３０の第１振り分けア
ーム１３４ａ，１３４ａ，…のひとつが振り分けアーム１３４の下端付近に位置して中央
球通路１６５を塞いでいるときには、遊技球は第１振り分けアーム１３４ａに当接して振
り分け板１６０の左球通路１６６もしくは右球通路１６７のいずれか一つへ流下し、遊技
盤２０の裏面側へ向かう。
【００６３】
一方、第１振り分けアーム１３４ａ，１３４ａ，…のひとつが振り分けアーム１３４の下
端付近に位置せずに、回転部材１３０の第２振り分けアーム１３４ｂ，１３４ｂ，…のひ
とつが振り分けアーム１３４の下端付近に位置するときには、遊技球はそのまま中央球通
路１６５へ流下し、振り分け装置２８へ向かう。このようにして、回転振り分け器１００
による遊技球の複数の球通路１６５，１６６，１６７への振り分けが行われる。
【００６４】
なおこのとき、基準位置検出装置１５０により、接続部材１２０の遮光円周部１２５にお
ける切り込み１２６の形成位置を回転基準位置として、接続部材１２０すなわち回転振り
分け器１００の回転検出が行われる。
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【００６５】
このため、以上のような構成の回転振り分け器１００（回転装置）によれば、回転部材１
３０に形成された回転部材嵌合突起１３３と接続部材１２０に形成された接続部材嵌合突
起１２４との嵌合により回転部材１３０の接続部材１２０に対する回転軸方向への移動を
規制することができるため、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材１３０と接続部材１２
０とを簡潔に連結固定することができる。
【００６６】
なお、本実施形態において、接続部材１２０の接続部材嵌合突起１２４が回転部材１３０
の回転部材嵌合突起１３３と同程度の幅を有して形成されているが、これに限られる物で
はなく、図６に示すように、接続部材嵌合突起１２４の幅を回転部材嵌合突起１３３の幅
より小さくしてもよく、また、接続部材嵌合突起１２４の幅を回転部材嵌合突起１３３の
幅より大きくしてもよい。このようにすれば、接続部材嵌合突起１２４および回転部材嵌
合突起１３３の位置精度によらず、より容易に接続部材嵌合突起１２４と回転部材嵌合突
起１３３とを嵌合させることができる。
【００６７】
また、本実施形態において、接続部材１２０の接続部材嵌合突起１２４が弾性変形可能に
形成されているが、これに限られる物ではなく、接続部材嵌合突起１２４および回転部材
１３０の回転部材嵌合突起１３３の両方とも弾性変形可能に形成してもよい。このように
すれば、接続部材嵌合突起１２４と回転部材嵌合突起１３３とを嵌合させるときに接続部
材嵌合突起１２４および回転部材嵌合突起１３３の両方とも弾性変形するため、より容易
に接続部材嵌合突起１２４と回転部材嵌合突起１３３とを嵌合させることができる。
【００６８】
さらに、本実施形態において、接続部材１２０に切り込み１２６を有する遮光円周部１２
５を形成し、切り込み１２６の形成位置を回転基準位置として、基準位置検出装置１５０
による接続部材１２０の回転検出を行っているが、これに限られる物ではなく、接続部材
に検出センサの検出光を遮る遮光突起部を形成し、遮光突起部の形成位置を回転基準位置
として接続部材の回転検出を行うようにしてもよい。
【００６９】
【第２の実施形態】
次に、本発明に係る弾球遊技機の第２の回転装置である回転体２００について図８～図１
０を参照して説明する。ここで、図８は回転体２００の分解斜視図、図９は回転体２００
に構成される回転部材２３０の背面図、そして図１０は回転部材２３０の平面図（部分断
面図）である。
【００７０】
回転体２００は、図８に示すように、所定の電力により回転作動する電動モータ２１０と
、電気モータ２１０に連結された回転部材２３０と、電気モータ２１０および回転部材２
３０とともに遊技盤２０に取り付けられるベース体２４０とから構成される。
【００７１】
電動モータ２１０は、所定の電力により回転作動するモータ本体２１１と、モータ本体２
１１に駆動されて回転するモータ軸２１２とを主体に構成される。モータ本体２１１の一
端側周部には、モータ取付部２１３，２１３が取付穴２１３ａ，２１３ａを有して設けら
れており、ベース体２３０に取付固定されるようになっている。モータ軸２１２は、金属
材料を用いて一端側の断面形状がＤ字形である棒状に形成され、断面がＤ字形に形成され
た一端側がモータ本体２１１の一端から突出した状態でモータ本体２１１に配設される。
【００７２】
回転部材２３０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段によりコマ形状に一体的に形
成される。回転部材２３０の周部には、回転部材２３０の周部および裏面側が開口した球
受け部２３１が設けられており、図３に示すように、ベース体２４０の入賞球停留口２４
１を通過した遊技球を受け止めて内部に受容し、受容した遊技球を回転部材２３０ととも
に回転させるとともに、回転部材２３０の回転により球受け部２３１がベース体２４０の
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入賞球誘導口２４３に達すると、受容した遊技球を排出して入賞球誘導口２４３に通過さ
せるようになっている。
【００７３】
球受け部２３１の底部には球受けリブ２３２が形成されており、ベース体２４０の入賞球
停留口２４１を通過して球受け部２３１の内部に達した遊技球を受け止めるとともに、球
受け部２３１の内部に受容された遊技球がベース体２４０の入賞球誘導口２４３へ排出さ
れ易いようになっている。
【００７４】
回転部材２３０の裏面側中央部には、図９および図１０に示すように、モータ軸嵌合穴２
３４を有するモータ軸嵌合部２３３が筒状に形成されており、モータ軸嵌合穴２３４がモ
ータ軸２１２の一端側と嵌合して回転部材２３０がモータ軸２１２と連結されると、モー
タ軸嵌合部２３３の中心を回転軸として（モータ軸２１２の中心を回転軸として）、回転
部材２３０がモータ軸２１２と一体回転するように構成されている。
【００７５】
モータ軸嵌合穴２３４は、モータ軸嵌合部２３３の先端側から基端側へ向かうにつれて径
が小さくなる円錐状であって、断面形状がモータ軸２１２の一端側の断面形状と整合した
Ｄ字形となるように形成され、モータ軸２１２の一端側をモータ軸嵌合穴２３４に位置整
合させて圧入することにより、モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴２３４とが嵌合
するように構成されている。なお、モータ軸嵌合穴２３４の断面積は、モータ軸嵌合部２
３３の先端側においてモータ軸２１２の一端側の断面積と同程度であり、モータ軸嵌合部
２３３の基端側へ向かうにつれてモータ軸２１２の一端側の断面積より小さくなるように
なっている。すなわち、モータ軸嵌合穴２３４は、モータ軸嵌合部２３３の基端側へ向か
うにつれてモータ軸嵌合部２３３の中心に向けて傾斜する勾配２３４ａを有している。
【００７６】
これにより、モータ軸２１２の一端側およびモータ軸嵌合穴２３４の断面形状がＤ字形で
あり、さらに、モータ軸嵌合穴２３４の断面積がモータ軸嵌合部２３３の基端側へ向かう
につれてモータ軸２１２の一端側の断面積より小さくなるため、モータ軸２１２の一端側
とモータ軸嵌合穴２３４とを嵌合させると、回転部材２３０のモータ軸２１２に対する回
転方向への移動が規制されるとともに、モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴２３４
との圧入嵌合により回転部材２３０のモータ軸２１２に対する回転軸方向への移動が規制
された状態となって、回転部材２３０がモータ軸２１２と一体回転するように連結される
。
【００７７】
そのため、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材２３０とモータ軸２１２とを簡潔に連結
固定することができる。また、ネジ等の固定手段を使用しないため、回転部材２３０とモ
ータ軸２１２との連結に要する工数を低減させることができる。さらに、ネジ等の固定手
段を使用しないため、回転部材２３０を樹脂材料により製造することが可能となり、回転
体２００（回転装置）をより容易に大量生産することができる。
【００７８】
また、回転部材２３０とモータ軸２１２とを容易に分離させることが可能であるため、回
転部材２３０の部品交換をより容易に行うことができ、また回転体２００（回転装置）の
分解をより容易に行うことができる。
【００７９】
なお、モータ軸２１２の一端側およびモータ軸嵌合穴２３４の断面形状は、Ｄ字形に限ら
ず、例えば、多角形や、スプライン形状等、モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴２
３４との嵌合により回転部材２３０のモータ軸２１２に対する回転方向への移動を規制す
ることが可能な形状であればよい。
【００８０】
モータ軸嵌合部２３３の周部２箇所には、スリット２３５，２３５が形成されている。ス
リット２３５，２３５は、図９に示すように、モータ軸嵌合部２３３（モータ軸２１２）
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の回転軸に対して対称に位置し、それぞれモータ軸嵌合部２３３（モータ軸２１２）の回
転軸方向へ延びて形成される。
【００８１】
これにより、モータ軸嵌合部２３３が弾性変形し易くなり、モータ軸２１２の一端側とモ
ータ軸嵌合穴２３４との圧入嵌合時に、モータ軸２１２の一端側およびモータ軸嵌合穴２
３４の形状に応じてモータ軸嵌合部２３３が外方に向けて弾性変形するため、モータ軸嵌
合穴２３４の寸法公差を緩和することができる。すなわち、回転部材２３０の射出成形に
用いる成型金型の寸法公差を緩和することが可能となり、樹脂製の回転部材２３０をより
容易に大量生産することができる。
【００８２】
また、スリット２３５，２３５がモータ軸嵌合部２３３（モータ軸２１２）の回転軸に対
して対称に位置することで、モータ軸嵌合部２３３が均等に分割されるため、モータ軸２
１２の一端側とモータ軸嵌合穴２３４との圧入嵌合時にモータ軸嵌合部２３３に作用する
力を均等にすることができる。
【００８３】
回転部材２３０の裏面側におけるモータ軸嵌合部２３３の側方には、強化リブ２３６，２
３６が形成されている。強化リブ２３６，２３６は、モータ軸嵌合部２３３の周部と繋が
って形成され、モータ軸嵌合部２３３が外方へ変形するのを防止するように構成される。
これにより、モータ軸嵌合部２３３の繰り返し変形による疲労や、割れを防止することが
できる。
【００８４】
ベース体２４０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段により図示する形状に一体的
に形成される。ベース体２４０の上部には、遊技球とほぼ同じ幅を有する入賞球停留口２
４１が形成されており、遊技球がこの入賞球停留口２４１に落入すると、回転部材２３０
の球受け部２３１が入賞球停留口２４１の直下に位置しないときには、遊技球が回転部材
２３０の周部に当接して回転部材２３０に支持された状態で入賞球停留口２４１に停留し
、球受け部２３１が回転して入賞球停留口２４１の直下に位置するときには、遊技球が入
賞球停留口２４１を通過して球受け部２３１へ流下するようになっている（図３も参照）
。
【００８５】
ベース体２４０の右方には、入賞球通路２４２が入賞球誘導口２４３および入賞球排出口
（図示せず）を有して形成されている。入賞球誘導口２４３は、図３に示すように、ベー
ス体２４０の右方前面に形成され、回転部材２３０の球受け部２３１に受容された遊技球
が自重により排出されて入賞球誘導口２４３を通過するようになっている。
【００８６】
入賞球通路２４２は、一端が入賞球誘導口２４３に繋がって遊技盤２０の前面側と裏面側
とに跨るように形成され、入賞球誘導口２４３を通過した遊技球が入賞球通路２４２を流
下すると遊技盤２０の裏面側（入賞球通路２４２の他端）に達するようになっている。
【００８７】
入賞球排出口（図示せず）は、入賞球通路２４２の他端において鉛直下方に向けて開口さ
れ、入賞球通路２４２の他端に達した遊技球が入賞球排出口を通過して遊技盤２０の裏面
側に排出されるようになっている。入賞球排出口（図示せず）の下方には、入賞球検出セ
ンサ２４４が設けられており、入賞球排出口を通過して遊技盤２０の裏面側に排出された
遊技球を検出するようになっている。
【００８８】
ベース体２４０の裏面側には、モータ取付ボス２４５がネジ穴（図示せず）を有して形成
されており、このモータ取付ボス２４５に電動モータ２１０におけるモータ取付部２１３
の位置を合わせ、モータ取付ネジ（図示せず）をモータ取付部２１３の取付穴２１３ａに
通過させてモータ取付ボス２４５のネジ穴にネジ固定することにより、電動モータ２１０
がベース体２４０の裏面側に取付固定されるようになっている。
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【００８９】
ベース体２４０の左右には、ベース取付穴２４６，２４６が形成されており、ベース体２
４０を遊技盤２０の所定取付位置に合わせ、ベース体取付ネジ（図示せず）をベース取付
穴２４６に通過させて遊技盤２０のネジ穴（図示せず）にネジ固定することにより、ベー
ス体２４０が遊技盤２０の右方に取付固定されるようになっている。
【００９０】
このように構成される回転体２００において、モータ軸２１２をベース体２４０に形成さ
れた通し穴（図示せず）に通過させた後、モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴２３
４とを嵌合させることにより、回転部材２３０のモータ軸２１２に対する回転方向および
回転軸方向への移動を規制し、回転部材２３０をモータ軸２１２と一体回転するように連
結する。これにより、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材２３０とモータ軸２１２とを
簡潔に連結固定することができる。
【００９１】
次に、電気モータ２１０のモータ取付部２１３をベース体２４０のモータ取付ボス２４５
にネジ固定して、回転部材２３０がモータ軸２１２と連結した電動モータ２１０をベース
体２４０の裏面側に取り付ける。そして、ベース体２４０のベース取付穴２４６，２４６
を用いてベース体２４０を遊技盤２０にネジ固定することにより、図３に示すように、回
転体２００が遊技盤２０の右方に取り付けられる。
【００９２】
さらに、電気モータ２１０に電力を供給して電気モータ２１０を作動させ、モータ軸２１
２を回転させる。そうすると、図３に示すように、モータ軸２１２と連結された回転部材
２３０がパチンコ機ＰＭの前面側から見て反時計回りに回転し、この状態でパチンコゲー
ムが行われる。
【００９３】
そして、遊技球がベース体２４０の入賞球停留口２４１に落入すると、回転部材２３０の
球受け部２３１が入賞球停留口２４１の直下に位置しないときには、遊技球が回転部材２
３０の周部に当接して回転部材２３０に支持された状態で入賞球停留口２４１に停留し、
球受け部２３１が回転して入賞球停留口２４１の直下に位置するときには、遊技球が入賞
球停留口２４１を通過して球受け部２３１へ流下する。
【００９４】
球受け部２３１へ流下した遊技球は、球受け部２３１に受容された状態で回転部材２３０
とともに回転し、回転部材２３０の回転により球受け部２３１がベース体２４０の入賞球
誘導口２４３に達すると、球受け部２３１に受容された遊技球は自重により球受け部２３
１から排出されて入賞球誘導口２４３を通過する。そして、入賞球誘導口２４３を通過し
た遊技球は、入賞球誘導口２４３と繋がる入賞球通路２４２を流下して、入賞球排出口か
ら遊技盤２０の裏面側に排出される。すなわち、回転体２００に流下した遊技球は、回転
部材２３０の球受け部２３１により一定時間保持された後、遊技盤２０の裏面側に排出さ
れる。
【００９５】
このため、以上のような構成の回転体２００（回転装置）によれば、回転部材２３０にス
リット２３５および円錐状のモータ軸嵌合穴２３４を有して形成されたモータ軸嵌合部２
３３とモータ軸２１２との嵌合により回転部材２３０のモータ軸に対する回転軸方向への
移動を規制することができるため、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材２３０とモータ
軸２１２とを簡潔に連結固定することができる。
【００９６】
なお、回転部材２３０のモータ軸嵌合穴２３４は、モータ軸嵌合部２３３の先端側から基
端側へ向かうにつれて径が小さくなる円錐状であって、モータ軸嵌合穴２３４の断面積が
モータ軸嵌合部２３３の基端側へ向かうにつれてモータ軸２１２の一端側の断面積より小
さくなるように形成されているため、モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴２３４と
の圧入嵌合により回転部材２３０のモータ軸２１２に対する回転方向への移動を規制する
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機能も有している。そのため、モータ軸２１２の一端側およびモータ軸嵌合穴２３４の断
面形状を円形にしてもよい。このようにすれば、モータ軸２１２およびモータ軸嵌合穴２
３４を備えた回転部材２３０をより容易に製造することができる。
【００９７】
【第３の実施形態】
次に、回転体の第二実施形態について図１１を参照して説明する。ここで、図１１は第二
実施形態における回転体３００の分解斜視図である。なお、本実施形態の回転体３００に
構成される電動モータおよびベース体は、上述した第一実施形態の回転体２００に構成さ
れる電動モータ２１０およびベース体２４０と装置構成が同様であるため、同一部位に同
一番号を付して重複説明を省略する。
【００９８】
回転体３００は、図１１に示すように、所定の電力により回転作動する電動モータ２１０
と、電気モータ２１０に連結された接続部材３２０と、接続部材３２０に連結された回転
部材３３０と、電気モータ２１０、接続部材３２０および回転部材３３０とともに遊技盤
２０に取り付けられるベース体２４０とを主体として構成される。
【００９９】
接続部材３２０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段によりコマ形状に一体的に形
成される。接続部材３２０の裏面側中央部には、回転振り分け器１００の接続部材１２０
と同様に、モータ軸嵌合穴（図示せず）を有するモータ軸嵌合部（図示せず）が筒状に形
成されており、モータ軸嵌合穴がモータ軸２１２の一端側と嵌合して接続部材３２０がモ
ータ軸２１２と連結されると、モータ軸嵌合部の中心を回転軸として（モータ軸２１２の
中心を回転軸として）、接続部材３２０がモータ軸２１２と一体回転するように構成され
ている。
【０１００】
モータ軸嵌合穴は、回転振り分け器１００の接続部材１２０と同様に、断面形状がモータ
軸２１２の一端側の断面形状と整合したＤ字形となるようにモータ軸嵌合部の中央部に形
成され、モータ軸２１２の一端側をモータ軸嵌合穴に位置整合させて圧入することにより
、モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴とが嵌合するように構成されている。
【０１０１】
これにより、モータ軸２１２の一端側およびモータ軸嵌合穴の断面形状がＤ字形であるた
め、モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴とを嵌合させると、接続部材３２０のモー
タ軸２１２に対する回転方向への移動が規制されるとともに、モータ軸２１２の一端側と
モータ軸嵌合穴との圧入嵌合により接続部材３２０のモータ軸２１２に対する回転軸方向
への移動が規制された状態となって、接続部材３２０がモータ軸２１２と一体回転するよ
うに連結される。そのため、ネジ等の固定手段を用いずに接続部材３２０とモータ軸２１
２とを簡潔に連結固定することができる。
【０１０２】
なお、回転振り分け器１００の接続部材１２０と同様に、モータ軸２１２の一端側および
モータ軸嵌合穴の断面形状は、Ｄ字形に限らず、例えば、多角形や、スプライン形状等、
モータ軸２１２の一端側とモータ軸嵌合穴との嵌合により接続部材３２０のモータ軸２１
２に対する回転方向への移動を規制することが可能な形状であればよい。
【０１０３】
接続部材３２０の前面側中央部には、接続部材軸３２３が、断面形状がＤ字形である棒状
に形成されており、回転部材３３０の接続部材軸嵌合穴３３４と嵌合するように構成され
ている。なお、図１１の二点鎖線に示すように、接続部材軸３２３の周部２箇所に回転部
材３３０のスリット３３５と嵌合するスリット嵌合リブ３２３ａを形成してもよい。この
ようにすれば、接続部材軸３２３と接続部材軸嵌合穴３３４との嵌合時に回転部材３３０
の接続部材３２０に対する回転方向への移動をより確実に規制することができる。
【０１０４】
さらに、接続部材３２０の前面側には、回転部材３３０の回転部材嵌合突起３３７と嵌合
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する接続部材嵌合突起３２４が形成されている。接続部材嵌合突起３２４は、接続部材３
２０の回転軸方向へ突出した突起状に形成され、弾性変形可能となっている。
【０１０５】
接続部材３２０の周部裏面側には、遮光突起部３２５が突起状に形成されており、接続部
材３２０の回転を検出する基準位置検出装置（図示せず）に構成される検出センサ（図示
せず）の検出光を遮るようになっている。そして基準位置検出装置により、接続部材３２
０における遮光突起部３２５の形成位置を回転基準位置として、接続部材３２０すなわち
回転体３００の回転検出を行うようになっている。
【０１０６】
回転部材３３０は、樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段によりコマ形状に一体的に形
成される。回転部材３３０の周部には、回転部材３３０の周部および裏面側が開口した球
受け部３３１が設けられており、第一実施形態の回転体２００と同様に、ベース体２４０
の入賞球停留口２４１を通過した遊技球を受け止めて内部に受容し、受容した遊技球を回
転部材３３０とともに回転させるとともに、回転部材３３０の回転により球受け部３３１
がベース体２４０の入賞球誘導口２４３に達すると、受容した遊技球を排出して入賞球誘
導口２４３に通過させるようになっている。
【０１０７】
球受け部３３１の底部には球受けリブ（図示せず）が形成されており、ベース体２４０の
入賞球停留口２４１を通過して球受け部３３１の内部に達した遊技球を受け止めるととも
に、球受け部３３１の内部に受容された遊技球がベース体２４０の入賞球誘導口２４３へ
排出され易いようになっている。
【０１０８】
回転部材３３０の裏面側中央部には、図１１に示すように、接続部材軸嵌合穴（図示せず
）を有する接続部材軸嵌合部３３３が筒状に形成されており、接続部材軸嵌合穴が接続部
材軸３２３と嵌合して回転部材３３０が接続部材３２０と連結されると、接続部材軸嵌合
部３３３の中心を回転軸として（モータ軸２１２の中心を回転軸として）、回転部材３３
０が接続部材３２０と一体回転するように構成されている。
【０１０９】
接続部材軸嵌合穴（図示せず）は、第一実施形態の回転体２００と同様に、接続部材軸嵌
合部３３３の先端側から基端側へ向かうにつれて径が小さくなる円錐状であって、断面形
状が接続部材軸３２３の断面形状と整合したＤ字形となるように形成され、接続部材軸３
２３を接続部材軸嵌合穴に位置整合させて圧入することにより、接続部材軸３２３と接続
部材軸嵌合穴とが嵌合するように構成されている。なお、接続部材軸嵌合穴の断面積は、
接続部材軸嵌合部３３３の先端側において接続部材軸３２３の断面積と同程度であり、接
続部材軸嵌合部３３３の基端側へ向かうにつれて接続部材軸３２３の断面積より小さくな
るようになっている。すなわち、モータ軸嵌合穴は、接続部材軸嵌合部３３３の基端側へ
向かうにつれて接続部材軸嵌合部３３３の中心に向けて傾斜する勾配を有している。
【０１１０】
これにより、接続部材軸３２３および接続部材軸嵌合穴の断面形状がＤ字形であり、さら
に、接続部材軸嵌合穴の断面積が接続部材軸嵌合部３３３の基端側へ向かうにつれて接続
部材軸３２３の断面積より小さくなるため、接続部材軸３２３と接続部材軸嵌合穴とを嵌
合させると、回転部材３３０の接続部材３２０に対する回転方向への移動が規制されると
ともに、接続部材軸３２３と接続部材軸嵌合穴との圧入嵌合により回転部材３３０の接続
部材３２０に対する回転軸方向への移動が規制された状態となる。
【０１１１】
なお、接続部材軸３２３および接続部材軸嵌合穴の断面形状は、Ｄ字形に限らず、例えば
、多角形や、スプライン形状等、接続部材軸３２３と接続部材軸嵌合穴との嵌合により回
転部材２３０の接続部材３２０に対する回転方向への移動を規制することが可能な形状で
あればよい。
【０１１２】
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接続部材軸嵌合部３３３の周部２箇所には、スリット３３５，３３５が形成されている。
スリット３３５，３３５は、第一実施形態の回転体２００と同様に、接続部材軸嵌合部３
３３（モータ軸２１２）の回転軸に対して対称に位置し、それぞれ接続部材軸嵌合部３３
３（モータ軸２１２）の回転軸方向へ延びて形成される。
【０１１３】
これにより、接続部材軸嵌合部３３３が弾性変形し易くなり、接続部材軸３２３の一端側
と接続部材軸嵌合穴との圧入嵌合時に、接続部材軸３２３および接続部材軸嵌合穴の形状
に応じて接続部材軸嵌合部３３３が外方に向けて弾性変形するため、接続部材軸３２３お
よび接続部材軸嵌合穴の寸法公差を緩和することができる。すなわち、接続部材３２０お
よび回転部材３３０の射出成形に用いる成型金型の寸法公差を緩和することが可能となり
、樹脂製の接続部材３２０および回転部材３３０をより容易に大量生産することができる
。
【０１１４】
また、スリット３３５，３３５が接続部材軸嵌合部３３３（モータ軸２１２）の回転軸に
対して対称に位置することで、接続部材軸嵌合部３３３が均等に分割されるため、接続部
材軸３２３と接続部材軸嵌合穴との圧入嵌合時に接続部材軸嵌合部３３３に作用する力を
均等にすることができる。
【０１１５】
回転部材３３０の裏面側における接続部材軸嵌合部３３３の側方には、強化リブ３３６，
３３６が形成されている。強化リブ３３６，３３６は、接続部材軸嵌合部３３３の周部と
繋がって形成され、接続部材軸嵌合部３３３が外方へ変形するのを防止するように構成さ
れる。これにより、接続部材軸嵌合部３３３の繰り返し変形による疲労や、割れを防止す
ることができる。
【０１１６】
一方の強化リブ３３６の周部には、接続部材３２０の接続部材嵌合突起３２４と嵌合する
回転部材嵌合突起３３７が形成されている。回転部材嵌合突起３３７は、接続部材嵌合突
起３２４と同程度の幅を有して回転部材３３０の回転軸と垂直な方向へ突出した突起状に
形成される。
【０１１７】
そして、接続部材軸３２３を接続部材軸嵌合穴（図示せず）へ嵌入して接続部材３２０を
回転部材３３０側へ押し込むと、接続部材嵌合突起３２４が回転部材嵌合突起３３７に当
接して弾性変形し、さらに接続部材３２０を回転部材３３０側へ押し込むと、接続部材嵌
合突起３２４が弾性力により元の形状に戻って回転部材嵌合突起３３７と嵌合するように
なっている。
【０１１８】
これにより、接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合突起３３７とを嵌合させることで、
回転部材３３０の接続部材３２０に対する回転軸方向への移動がさらに規制された状態と
なる。そのため、接続部材軸３２３と接続部材軸嵌合穴（図示せず）とを嵌合させるとと
もに、接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合突起３３７とを嵌合させることにより、回
転部材３３０の接続部材３２０に対する回転方向および回転軸方向への移動が規制された
状態となって、回転部材３３０が接続部材３２０（およびモータ軸２１２）と一体回転す
るように連結される。
【０１１９】
このようにすることで、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材３３０と接続部材３２０と
を簡潔に連結固定することができる。また、ネジ等の固定手段を使用しないため、回転部
材３３０と接続部材３２０との連結に要する工数を低減させることができる。さらに、ネ
ジ等の固定手段を使用しないため、接続部材３２０および回転部材３３０を樹脂材料によ
り製造することが可能となるため、回転体３００（回転装置）をより容易に大量生産する
ことができる。
【０１２０】
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また、接続部材嵌合突起３２４を弾性変形させて接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合
突起３３７との嵌合を解除し、接続部材３２０と回転部材３３０とを分離させることが可
能であるため、回転部材３３０等の部品交換をより容易に行うことができ、また回転体３
００（回転装置）の分解をより容易に行うことができる。さらに、このような嵌合手段を
備えた接続部材を用いることにより、電気モータ等の回転駆動装置は回転部材の形状によ
らず汎用品を用いることができる。
【０１２１】
また、接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合突起３３７との嵌合により、回転部材３３
０の接続部材３２０に対する回転軸方向への移動が規制されるため、接続部材軸３２３お
よび接続部材軸嵌合穴（図示せず）の寸法公差をさらに緩和することができ、樹脂製の接
続部材３２０および回転部材３３０をより容易に大量生産することができる。
【０１２２】
このように構成される回転体３００において、接続部材軸３２３と接続部材軸嵌合穴（図
示せず）とを嵌合させるとともに、接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合突起３３７と
を嵌合させることにより、回転部材３３０の接続部材３２０に対する回転方向および回転
軸方向への移動を規制し、回転部材３３０を接続部材３２０と一体回転するように連結す
る。これにより、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材３３０と接続部材３２０とを簡潔
に連結固定することができる。
【０１２３】
次に、電気モータ２１０のモータ取付部２１３をベース体２４０のモータ取付ボス２４５
にネジ固定して、回転部材３３０および接続部材３２０がモータ軸２１２と連結した電動
モータ２１０をベース体２４０の裏面側に取り付ける。そして、ベース体２４０のベース
取付穴２４６，２４６を用いてベース体２４０を遊技盤２０にネジ固定することにより、
第一実施形態の回転体２００と同様に、回転体３００が遊技盤２０の右方に取り付けられ
る。
【０１２４】
さらに、電気モータ２１０に電力を供給して電気モータ２１０を作動させ、モータ軸２１
２を回転させる。そうすると、第一実施形態の回転体２００と同様に、接続部材３２０お
よびモータ軸２１２と連結された回転部材３３０がパチンコ機ＰＭの前面側から見て反時
計回りに回転し、この状態でパチンコゲームが行われる。
【０１２５】
そして、遊技球がベース体２４０の入賞球停留口２４１に落入すると、回転部材３３０の
球受け部３３１が入賞球停留口２４１の直下に位置しないときには、遊技球が回転部材３
３０の周部に当接して回転部材３３０に支持された状態で入賞球停留口２４１に停留し、
球受け部３３１が回転して入賞球停留口２４１の直下に位置するときには、遊技球が入賞
球停留口２４１を通過して球受け部３３１へ流下する。
【０１２６】
球受け部３３１へ流下した遊技球は、球受け部３３１に受容された状態で回転部材３３０
とともに回転し、回転部材３３０の回転により球受け部３３１がベース体２４０の入賞球
誘導口２４３に達すると、球受け部３３１に受容された遊技球は自重により球受け部３３
１から排出されて入賞球誘導口２４３を通過する。そして、入賞球誘導口２４３を通過し
た遊技球は、入賞球誘導口２４３と繋がる入賞球通路２４２を流下して、入賞球排出口か
ら遊技盤２０の裏面側に排出される。すなわち、回転体３００に流下した遊技球は、回転
部材３３０の球受け部３３１により一定時間保持された後、遊技盤２０の裏面側に排出さ
れる。
【０１２７】
なおこのとき、基準位置検出装置（図示せず）により、接続部材３２０における遮光突起
部３２５の形成位置を回転基準位置として、接続部材３２０すなわち回転体３００の回転
検出が行われる。
【０１２８】
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このため、以上のような構成の回転体３００（回転装置）によれば、回転部材３３０に形
成された回転部材嵌合突起３３７と接続部材３２０に形成された接続部材嵌合突起３２４
との嵌合に加え、回転部材３３０に形成された接続部材軸嵌合部３３３と接続部材３２０
に形成された接続部材軸３２３との嵌合により回転部材３３０の接続部材３２０に対する
回転軸方向への移動を規制することができるため、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材
３３０と接続部材３２０とを簡潔に連結固定することができる。
【０１２９】
なお、回転部材３３０の接続部材軸嵌合穴（図示せず）は、接続部材軸嵌合部３３３の先
端側から基端側へ向かうにつれて径が小さくなる円錐状であって、接続部材軸嵌合穴の断
面積が接続部材軸嵌合部３３３の基端側へ向かうにつれて接続部材軸３２３の断面積より
小さくなるように形成されているため、接続部材３２０の接続部材軸３２３と接続部材軸
嵌合穴との圧入嵌合により回転部材３３０の接続部材３２０に対する回転方向への移動を
規制する機能も有している。そのため、接続部材軸３２３および接続部材軸嵌合穴の断面
形状を円形にしてもよい。このようにすれば、接続部材３２０および回転部材３３０をよ
り容易に製造することができる。
【０１３０】
また、本実施形態において、接続部材３２０の接続部材嵌合突起３２４が回転部材３３０
の回転部材嵌合突起３３７と同程度の幅を有して形成されているが、これに限られる物で
はなく、接続部材嵌合突起３２４の幅を回転部材嵌合突起３３７の幅より小さくしてもよ
く、また、接続部材嵌合突起３２４の幅を回転部材嵌合突起３３７の幅より大きくしても
よい。このようにすれば、接続部材嵌合突起３２４および回転部材嵌合突起３３７の位置
精度によらず、より容易に接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合突起３３７とを嵌合さ
せることができる。
【０１３１】
さらに、本実施形態において、接続部材３２０の接続部材嵌合突起３２４が弾性変形可能
に形成されているが、これに限られる物ではなく、接続部材嵌合突起３２４および回転部
材３３０の回転部材嵌合突起３３７の両方とも弾性変形可能に形成してもよい。このよう
にすれば、接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合突起３３７とを嵌合させるときに接続
部材嵌合突起３２４および回転部材嵌合突起３３７の両方とも弾性変形するため、より容
易に接続部材嵌合突起３２４と回転部材嵌合突起３３７とを嵌合させることができる。
【０１３２】
また、本実施形態において、接続部材３２０に検出センサの検出光を遮る遮光突起部３２
５を形成し、接続部材３２０における遮光突起部３２５の形成位置を回転基準位置として
、基準位置検出装置による接続部材３２０の回転検出を行っているが、これに限られる物
ではなく、接続部材に切り込みを有する遮光円周部を形成し、切り込みの形成位置を回転
基準位置として、基準位置検出装置による接続部材の回転検出を行うようにしてもよい。
【０１３３】
さらに、上述の各実施形態において、電気モータによりモータ軸を回転駆動軸として回転
駆動しているが、これに限られた物ではなく、例えば、ソレノイド等の回転駆動装置を用
いて回転駆動軸や接続部材を回転駆動させるようにすればよい。
【０１３４】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明による弾球遊技機の回転装置によれば、回転部材に形成さ
れた接続部材軸嵌合部と接続部材に形成された接続部材軸との嵌合に加え、回転部材に形
成された回転部材嵌合突起と接続部材に形成された接続部材嵌合突起との嵌合により回転
部材の接続部材に対する回転方向及び回転軸方向への移動がともに規制される構成のため
、ネジ等の固定手段を用いずに回転部材と接続部材とを簡潔に連結固定することができる
。なお、接続部材嵌合突起が、接続部材軸の径方向外側に位置して前後に延びる突起状に
形成され径方向に弾性変形可能であるような構成によれば、接続部材嵌合突起を弾性変形
させることで回転部材等の部品交換を容易に行うことができる。また、接続部材軸の外周
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面に回転部材側のスリットと嵌合するスリット嵌合リブが形成されるような構成によれば
、回転部材の接続部材に対する回転方向への移動をより確実に規制することができる。さ
らに、回転部材に接続部材軸嵌合部と繋がって周方向に延びる強化リブが形成されるよう
な構成によれば、接続部材軸嵌合部の繰り返し変形による疲労や、割れを防止することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る回転装置を備えた弾球遊技機の一例として示すパチンコ機の正面図
である。
【図２】上記パチンコ機の裏面側を示す背面図である。
【図３】上記パチンコ機に構成される開閉型入賞装置およびセンター役物の取付部付近を
示す拡大正面図である。
【図４】本発明に係る第１の回転装置である回転振り分け器の分解斜視図である。
【図５】回転振り分け器の分解側面図（部分断面図）である。
【図６】回転振り分け器の平面図である。
【図７】回転振り分け器の斜視図である。
【図８】本発明に係る第２の回転装置である回転体の分解斜視図である。
【図９】回転体に構成される回転部材の背面図である。
【図１０】回転部材の平面図（部分断面図）である。
【図１１】回転体の第二実施形態を示す分解斜視図である。
【符号の説明】
ＢＳＰ　裏セット盤
ＰＡ　遊技領域
ＰＭ　パチンコ機
１　外枠
２　前枠
３ａ，３ｂ　ヒンジ部材
４　施錠装置
５　ガラス扉
６　上球皿
７　下球皿
８　操作ハンドル
９　打球発射装置
１７　係合レバー
１８　ヒンジ
１９　閉鎖レバー
２０　遊技盤
２１　化粧板
２２　案内レール（２２ａ　外レール、２２ｂ　内レール）
２３　風車
２４　一般入賞口
２５　開閉型入賞装置
２６　大入賞口
２７　通過口
２８　振り分け装置
２９　アウト口
３０　センター役物
３１　表示装置
３２　球入口
３３　球流下通路
４０　基枠体
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４１　窓口
５０　球貯留供給機構
６０　賞球払出機構
６３　賞球払出装置
７０　賞球払出経路
９１　メイン基板
９２　球払出基板
９３　ランプ・音声制御基板
９４　電源基板
９５　中継基板
９６　ターミナル基板
１００　回転振り分け器
１１０　電気モータ
１１１　モータ本体
１１２　モータ軸
１１３　モータ取付部（１１３ａ　取付穴）
１２０　接続部材
１２１　モータ軸嵌合部
１２２　モータ軸嵌合穴
１２３　接続部材軸
１２４　接続部材嵌合突起
１２５　遮光円周部
１２６　切り込み
１３０　回転部材
１３１　軸本体
１３２　接続部材軸嵌合穴
１３３　回転部材嵌合突起
１３４　振り分けアーム
（１３４ａ　第１振り分けアーム、１３４ｂ　第２振り分けアーム）
１４０　飾り部材
１４１　飾り部材取付ネジ
１５０　基準位置検出装置
１５１　実装基板
１５２　検出センサ（１５２ａ　発光部、１５２ｂ　受光部）
１６０　振り分け板
１６１　通し穴（１６１ａ　逃げ穴）
１６２　モータ取付ボス（１６２ａ　ガイドリブ）
１６３　上部板取付部（１６３ａ　取付穴、１６３ｂ　取付ガイド部）
１６４　下部板取付部（１６４ａ　取付穴）
１６５　中央球通路
１６６　左球通路
１６７　右球通路
１６９　飾り板
２００　回転体
２１０　電気モータ
２１１　モータ本体
２１２　モータ軸
２１３　モータ取付部（２１３ａ　取付穴）
２３０　回転部材
２３１　球受け部
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２３２　球受けリブ
２３３　モータ軸嵌合部
２３４　モータ軸嵌合穴（２３４ａ　勾配）
２３５　スリット
２３６　強化リブ
２４０　ベース体
２４１　入賞球停留口
２４２　入賞球通路
２４３　入賞球誘導口
２４４　入賞球検出センサ
２４５　モータ取付ボス
２４６　ベース取付穴
３００　回転体（回転体の第二実施形態）
３２０　接続部材
３２３　接続部材軸（３２３ａ　スリット嵌合リブ）
３２４　接続部材嵌合突起
３２５　遮光突起部
３３０　回転部材
３３１　球受け部
３３３　接続部材軸嵌合部
３３５　スリット
３３６　強化リブ
３３７　回転部材嵌合突起

【図１】 【図２】
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